
陰
山
さ
ん
に
当
時
の
話
を

聞
く
児
童
ら

地
図
で
今
と
昔
の
校
舎
の
様
子
を

比
較
す
る
児
童
ら

６
月

日
、
浜
坂
南
小
の
歴

史
を
よ
り
詳
し
く
知
る
た
め
、

本
校
の
卒
業
生
で
あ
る
陰
山
さ

ん
に
話
を
伺
っ
た
。
陰
山
さ
ん

は
お
よ
そ

年
前
に
浜
坂
南
小

の
児
童
と
し
て
在
校
し
て
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
。

初
め
に
私
た
ち
５
年
生
が
自

己
紹
介
を
し
た
時
、
陰
山
さ
ん

は
苗
字
を
聞
い
た
だ
け
で
全
員

の
住
む
地
区
を
的
中
さ
せ
た
。

「
何
年
も
生
き
て
い
た
ら
、
名

前
を
聞
い
た
だ
け
で
大
体
ど
こ

の
人
な
の
か
も
わ
か
っ
ち
ゃ

う
」
と
冗
談
交
じ
り
に
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
た
。

話
を
聞
い
て
い
く
と
、
実
は

現
在
の
校
舎
は
１
９
８
９
（
平

成
元
）
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
そ
の
前
は
、
別
の
校

舎
が
建
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か

っ
た
。
昔
の
校
舎
は
現
在
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
真
ん
中
に
位
置
し

て
お
り
、
体
育
館
は
現
在
の
校

門
の
右
側
に
位
置
し
て
い
た
。

今
の
校
舎
は
３
階
建
て
だ
が
、

昔
は
２
階
建
て
だ
っ
た
そ
う

だ
。
変
わ
っ
て
い
た
の
は
校
舎

だ
け
で
は
な
く
、
学
校
の
近
く

に
あ
る
田
君
川
に
は
丸
太
橋
が

か
か
っ
て
い
た
と
い
う
。
今
は

鉄
橋
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
昔

よ
り
も
安
全
に
な
っ
て
い
る

が
、
昔
は
そ
の
丸
太
橋
を
渡
っ

て
い
た
と
い
う
。

ま
た
、
陰
山
さ
ん
は
さ
ま
ざ

ま
な
質
問
に
も
答
え
て
く
だ
さ

っ
た
。
授
業
時
間
は
「
昔
は
、

１
教
科

分
で
し
た
」
と
の
返

答
で
、
今
よ
り
５
分
も
短
か
っ

た
そ
う
だ
。
陰
山
さ
ん
は

年

前
の
暮
ら
し
の
様
子
に
つ
い
て

も
お
話
し
さ
れ
た
。
そ
の
頃
の

遊
び
で
は
、
め
ん
こ
や
ケ
ン
ケ

ン
パ
ー
、
パ
チ
ン
コ
で
玉
を
飛

ば
す
な
ど
、
主
に
外
で
体
を
動

か
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た

そ
う
だ

今

私
た
ち
は
ゲ
ー
ム

を
使
っ
て
遊
ぶ
こ
と
も
少
な
く

は
な
い
が
、
昔
は
そ
の
よ
う
な

も
の
が
な
く
、
今
と
昔
で
の
遊

び
方
に
も
大
き
な
違
い
が
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
中
学
生
に

な
る
と
木
刀
や
弓
を
自
分
た
ち

で
作
っ
て
遊
ん
だ
り
、
ウ
ナ
ギ

を
捕
ま
え
て
飼
育
し
た
り
す
る

こ
と
な
ど
も
増
え
た
そ
う
だ
。

さ
ら
に
大
き
く
異
な
っ
て
い

た
の
が
日
常
生
活
の
様
子
だ
。

陰
山
さ
ん
た
ち
が
子
ど
も
の
頃

は
、
道
路
や
宮
の
掃
除
、
夜
回

り
（
火
の
用
心
）
な
ど
、
私
た

ち
が
し
た
こ
と
の
な
い
こ
と
を

日
常
的
に
さ
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
た
。

実
際
に
教
室
に
来
て
い
た
だ

き
話
を
聞
く
こ
と
で
、
今
と
は

生
活
の
様
子
が
ず
い
ぶ
ん
と
異

な
る
こ
と
を
身
近
に
実
感
で
き

た
。
特
に
、
学
校
の
形
自
体
が

昔
と
は
異
な
っ
て
い
た
こ
と
に

驚
か
さ
れ
た
。

（
大
田
昌
慶
、
小
玉
照
護
、

西
川
一
聖
、
浜
田
月
美
華
）

５
年
生
が
作
っ
た
新
聞
で
す

５
年
生
が
作
っ
た
新
聞
で
す

●

●

●

●

これまでの浜坂南小を調べて

みて、今と昔の学校の違いを知る

ことができました。昔の学校には、

校舎と体育館がつながっているな

どいろいろな違いがあり、驚きま

した。 （大田昌慶）

記事を打つのが大変でした。

この新聞は、他の学年の人だけで

はなく、校外の人にも読んでもら

いたいです。特に校舎の形が昔は

違ったということを知ってもらい

たいです。 （小玉照護）

ずっと前から浜坂南小の学校

の名前や行事が変わっていてすご

いと思いました。この新聞が完成

したらどんな新聞になるのか読ん

でみたいです。 （坂本貴人）

新聞を初めて作りましたが、

●

●

●

思っていたよりも文章を考えるの

が大変でした。新聞を多くの人に

読んでもらい、浜坂南小学校の歴

史などをたくさん知ってほしいで

す。 （多田梨乃）

新聞を作ってみて、情報を得

てから新聞にするまでが長くて新

聞記者の方はこんなにも大変だと

いうことを知りました。読んでも

らった人に、新温泉町の温泉の魅

力に気づいてほしいです。

（橘愛莉）

歴史がたくさんあって文章に

するのが大変だったけど、最後ま

で見ればこんなにもたくさんの歴

史があることがすごいと思いまし

た。昔の学校も楽しそうだと思っ

たので昔の学校生活もしてみたい

です。 （田村丞次）

新聞を作ってみて、記事をタ

ブレットで打つのが大変でした。 ●

読んでもらう人には、南小の歴史

や５年生の取り組みを知ってもら

いたいです。 （中島希維）

浜坂南小の歴史など、いろい

ろなことを知れてうれしいし、驚

きました。自分たちで調べていく

のも楽しかったです。多くの人に

浜坂南小に興味を持ってもらいた

いです。 （西川一聖）

●

●

●

新聞を作る中で、今と昔の学

校は形も配置も全然違うし、生徒

数も違うけど、どっちもいいとこ

ろが多いと思いました。私は、陰

山さんの話を休んでいて聞けてい

なかったけれど、写真や資料だけ

でも昔の様子がよく伝わりまし

た。 （浜田月美華）

新聞を作ってみて、記事を作

るのが大変でした。できた新聞を

読んでもらい、まだ知らない昔の

南小を１年生から６年生に知って

もらいたいです。 （藤田悠大）

一人で文を考えたり、分かり

やすいようまとめたりするのはす

ごく大変だったけど、最後まで自

分で考えて書き終わった後の達成

感がとても気持ちよかったです。

また、この新聞を作る中で身につ

けたことを今後の学校生活でも生

かしていきたいです。

（三島らん）

編集後記

大
好
き
な
浜
坂
南

年

大
好
き
な
浜
坂
南
小　

周
年

１５０１５０

学 校 概 要

【
沿
革
】

１
８
７
４
（
明
治
７
）年
に
小
学
校
栃
谷
校
と
し
て
開
校
し
、
１
９
４
７
（
昭

和

）
年
に
大
庭
小
学
校
に
改
称
。
２
０
０
４
（
平
成

）
年
の
旧
浜
坂
町
学

校
再
編
成
で
閉
校
し
、
浜
坂
南
小
学
校
に
校
名
変
更
し
た
。

（
令
和
元
）
年
に
は
、
田
君
川
の
環
境
保
全
活
動
な
ど
、
特
色
あ
る
優
れ

た
実
践
が
評
価
さ
れ
兵
庫
県
教
育
委
員
会
よ
り
グ
リ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
表
彰
を
受

け
る
。

（
同
３
）
年
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
制
度
を
導
入
。

【
学
校
名
】
新
温
泉
町
立
浜
坂
南
小
学
校

【
所
在
地
】
兵
庫
県
美
方
郡
新
温
泉
町
栃
谷
４
０
２
―
３

【
校
長
名
】
株
本

和
則

【
児
童
数
】

人

【
校

訓
】
強
く
、
賢
く
、
美
し
く

【
学
校
教
育
目
標
】
ふ
る
さ
と
を
愛
し

こ
こ
ろ
豊
か
で
共
に
輝
く

大
庭
ひ
た
み
ち
っ
子
の
育
成

〜
元
気

や
る
気

思
い
や
り
〜

♨ 二
日
市
温
泉
に
つ
い
て
学
習
す
る
児
童
ら

浜坂南小校区には有名な七釜

温泉だけでなく、二日市温泉と

いうものもあると聞き、私たち

５年生は、その真実を確かめる

ことにした。インターネットで

調べてみると、確かに二日市温

泉という温泉が出てきたが、あ

まり詳しくは記載されていな

い。そこで、二日市温泉につい

て詳しく知るために、おんせん

天国室の谷口さんと山根さんに

話を伺うことにした。

二日市温泉の湯は七釜温泉と

は違って公衆浴場や旅館、民宿

ではなく、公立浜坂病院、ささ

ゆり、デイサービス、特養はま

さかの里の４カ所で使われてい

る。源泉は1964昭和 年に見

つかり、源泉の温度はおよそ

度だということも分かった。

同 年に七釜地区で源泉が見

つかったことで、「それなら二

日市でも温泉が出るかもしれな

い」と地面を掘ったら、予想通

り温泉の源泉が見つかったそう

だ。

「二日市温泉は人気があるの

か」という質問に対しては、「人

気があるかは分からないが、二

日市温泉と同じような泉質の七

釜温泉で、足の痛い人が温泉を

使うことで痛みが和らいだとい

う話を聞いたことがある」と谷

口さんはおっしゃっていた。医

療福祉施設で利用されているだ

けあってよい効能があるといい

なと思った。また、「なぜ七釜

温泉のように観光地にしなかっ

たのか」という質問に対しては、

「お客さんの取り合いにならな

いように、七釜温泉は観光地用、

二日市温泉は医療福祉施設用と

して使い分けたのではないか」

と答えてくださった。

今回、私たちは浜坂南小校区

に二日市温泉という温泉がある

ことを知って驚いた。また、福

祉・医療のために温泉を使って

いることにも驚いた。お年寄り

や病院に入院している人たちの

ためを思って温泉が利用されて

いるということに感動した。

（多田梨乃、橘愛莉）

1876明治９ 年５月 日 小学校二日市校と合併

87 同 年４月１日 大庭簡易小学校と改称

92 同 年１月８日 大庭尋常小学校と改称

1914大正３ 年３月 日 大庭尋常高等小学校と改称

41昭和 年４月１日 村立大庭国民小学校と改称

47 同 年 月１日 大庭村立大庭小学校と改称

54 同 年 月１日 町村合併により浜坂町立大庭小

学校へ

2017平成 年７月 日 ニュージーランド生徒との交流

月 日 浜坂道路開通記念参加

令和６ 年７月９日 ニュージーランド生徒との交流

ま
ず
は
、
浜
坂
南
小
が
ど
の
よ

う
に
今
の
姿
に
な
っ
た
の
か
、
こ

れ
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
出
来
事
が

あ
っ
た
の
か
を
調
べ
、
特
に
気
に

な
っ
た
も
の
を
年
表
に
ま
と
め

た
。浜

坂
南
小
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ

っ
て
調
べ
て
み
る
と
、
こ
ん
な
に

も
多
く
の
歴
史
が
あ
り
、
少
し
ず

つ
今
の
学
校
が
で
き
て
い
っ
た
と

思
う
と
、
歴
史
の
あ
る
小
学
校
で

あ
る
と
思
え
た
。
ま
た
、
昔
の
同

小
が
今
と
い
ろ
い
ろ
変
わ
っ
て
お

り
、
初
め
て
知
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
浜
坂
南
小
の
１
５
０
年
の
歴

史
を
他
の
学
年
に
も
知
っ
て
も
ら

い
た
い
。

（
坂
本
貴
人
、
田
村
丞
次
）

浜坂南小は、本年度で創立150周年を迎えた。これを

機に５年生は総合的な学習の時間に同小の歴史調査や、

校区内の調査、小学校のために自分たちができる取り組

みなどを行った。

４
年
生
に
呼
び
か
け
を
行
う

５
年
生

５年生が校内クリーン作戦

玄関前掃除で安全 すっきり

今
回
、
浜
坂
南
小
の
歴
史
に
つ

い
て
学
び
、
先
輩
た
ち
が
１
５
０

年
間
守
っ
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
浜

坂
南
小
を
私
た
ち
も
守
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。

そ
の
た
め
、
浜
坂
南
小
の
環
境
を

守
り
、
さ
ら
に
良
く
し
て
い
く
と

い
う
目
的
で
、
５
年
生
は
校
内
ク

リ
ー
ン
作
戦
を
行
っ
た
。

ク
リ
ー
ン
作
戦
で
は
、
ま
ず
、

ど
こ
を
ど
の
よ
う
に
掃
除
す
る
の

か
の
話
し
合
い
を
ク
ラ
ス
内
で
行

っ
た
。
校
庭
の
ご
み
拾
い
や
、
砂

が
た
ま
っ
て
滑
り
や
す
か
っ
た
玄

関
前
の
掃
除
を
し
、
第
１
回
目
の

ク
リ
ー
ン
作
戦
を
終
了
し
た
。

そ
の
結
果
、
玄
関
前
の
掃
除
に

よ
っ
て
、
多
く
の
児
童
が
滑
っ
て

い
た
玄
関
前
は
以
前
よ
り
安
全
に

な
っ
た
。
ま
た
、
ご
み
拾
い
に
よ

り
校
庭
や
遊
具
側
に
と
き
ど
き
落

ち
て
い
た
空
き
缶
や
お
菓
子
の
ご

み
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

ほ
か
に
も
、
非
常
階
段
や
体
育

館
倉
庫
、
体
育
館
の
２
階
な
ど
も

掃
除
を
し
た
い
。
現
在
私
た
ち
が

行
っ
て
い
る
取
り
組
み
を
６
年
生

に
な
っ
て
も
続
け
、
私
た
ち
が
卒

業
し
た
後
も
こ
の
取
り
組
み
を
在

校
生
に
受
け
継
い
で
、２
０
０
年
、

２
５
０
年
と
、
私
た
ち
の
大
好
き

な
浜
坂
南
小
を
児
童
た
ち
自
身
の

手
で
守
っ
て
い
き
た
い
。

（
中
島
希
維
、
藤
田
悠
大
、
三

島
ら
ん
）

玄
関
前
の
砂
を
き
れ
い
に
す
る

様
子

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
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